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人権問題につし人権問題についての懇談会の申し入れ

3． 11の東日本大震災・福島の原発事故等、更には先の台風12号による
紀伊半島の大被害、 日本の政治経済、そして多くの被害者の暮らしを根底から
を大きく揺るがせる事態がおこりました。福井県行政を預かる貴職に於かれま
しても一時も気を緩めることのできない日常と推察され大変ご苦労のことと存
じます。

さて、福井県の人権行政、同和行政は貴職はじめ関係者の皆さんのご尽力に
より日々向上していることに心より敬意を表するところであります。 しかしな
がら、部落差別をはじめ、それぞれの差別実態は依然として厳しいものがあり、
更に、ご尽力をお願いする吹第であります。

つきましては、 これらの問題をお互いの誠意ある話し合いの中で解決に向け
て前進させたく存じます。下記の日程で懇談会の開催をお願いいたします。公
務多忙の折ですが宜しくお願いします。
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日時2011年10月6日 （木）午後1 ： 00
凸61
1

場所 福井県立図書学習センター

出席者 県連約40名

以上

内容 別紙に掲載
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2011年10月6日

部落解放同盟福井県連合会
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①県内の学校(小・中・高)における人権教育の現況を明らかにされたい。人権理解のためには、カリキュラム化された実践活動が
必要とされるが、具体例で示されたい。実践内容資料を出されたい。

②県内大学における人権教育（研究を含む）の現状を明らかにされたい。

■での差別発言について福井県はどのように捉えているのか｡昨年の懇談会の中で､福井県として実態に一歩踏み込んだ研修を
行うと回答されている｡その取組みの経過を明らかにされたい｡併せて､画取組みについても明らかにされたい。

可

蕊耀議蕊識畷鐵蕊織篭

平成21 ．2

たい。また、
2年度の不適切事象の件数並びに、労働局など関係機関が行う違反事務所への指導・啓発の内容について明らかにされ
分析結果を公表されたい。

どうなっていますか｡

の了解と1■■■､■■･■･■■■■等の許認可等を行い､早期に工
事着手したいについて）

－9－
日
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部落問題解決に向けた福井県に対する要求項目回答（部落解放同盟福井県連合会）
H23. 10. 6

一

要求項目 回 答

’

義務教育課、高校教育課1 「学校における人権教育の現状」に

ついて ~~

学校においては、児童・生徒の発達段階や実態を考慮しながら、全体計画、推進計
画を作成している。この計画に沿って、教職員の校内研修を行うほか、教科指導をは
じめ、道徳の時間や特別活動等の中で、お互いを思いやり、生命や人権を大切にする
態度や豊かな人間関係を築いていける力の育成を目指して取り組んでいる。
例えば、小学校・中学校では、相手の立場に立って考え行動できる児童．生徒を育
てるために、道徳の時間を核に、各教科・特別活動等と関連づけて指導をしている。
また、同和問題や障害者、高齢者、エイズ患者等への差別など、 さまざまな人権問題
の学習については社会科、生活科、国語科、家庭科、保健体育科などの授業の中で、
カリキュラム化された実践活動を進めているところである。

県立学校では、特別活動におけるグループエンカウンターや講演会、 さらには学校
行事全般を通して「他者理解｣~の心を育てている。また、現代社会の「基本的人権の
保障」で、現在見られる様々な差別（外国人差別、部落差別、アイヌ差別、障害者差
別、女性差別）についての学習のほか、家庭科、保健体育科、情報科などの授業にお
いても人権に関する教育を行なっている。

なお、 9月に策定した「福井県教育振興基本計画」にも示したように､~スクールプ
ランの中に人権教育を正しく位置づけ、人権教育のより一層の推進を図っていく。 ~

(1)…県内の学校(小・中・高)におけ

る人権教育の現況を明らかにされ

たい。人権理解のためには、カリ

キュラム化された実践活動が必要

とされるが、具体例で示されたい。

実践内容資料を出されたい。

『

1

小学校、中学校、高等学校の実践内容例を提出する。
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’要求項目 回 答

（2）県内大学における人権教育（研

究を含む）の現状を明らかにされ

たい。

大学・私学振興課

すべての大学において、教養科目等の中で人権について学ぶ機会を設けている。
「憲法」や「法学」などの科目で基本的人権や人権に関する憲法判例を学ばせるほ

か、 「現代人権論」 といった科目を設けて社会福祉の領域における人権問題について
幅広く取り上げるなど、様々な人権教育が行われている。

また、短期大学では、 「生命倫理」などの専門科目において、患者や介護される人な
どを擁護する観点から人権教育を行っている。 ~

人権に関する研究としては、福井大学や福井県立大学において人権に関する教育内
容・方法に関する研究などが行われている。
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要求項目 回 答
＞

2■おける差別事件について

働の差別発言について福井
県はどのように捉えているのか。昨

年の懇談会の中で、福井県として実

態に一歩踏み込んだ研修を行うと回

答されている。その取組みの経過を

明らかにされたい｡併せて､■
の取組みについても明らかにされた

い。

地域福祉課

■における差別発言については､本県において､今なお同和問題に関する偏見
や差別意識が解消されていないということを示しており、県として、今後とも人権教

育県毒繍豊鰹鯉驚幽駕撫溢驍｡雌藤蕊講績
と映画の会」 (H22. 10.7、H23.9.6)および「人権教育・啓発講師および事業所人権啓
発責任者研修会」 (I塑当§二8)を開催しており、県や福井地方労働局、そして、電力会

櫛窒W猟難聴鵠瀞繍¥莞藤熱韻教育"推進
を訴えているところであり、今後も、様々な機会をとらえ、社員教育において「同和

鴨蝋色覇婁樋穂悪謝;こ基ついて菫舳に人権
教育･啓発を推進するよう指導しており､特に､酔業を対象にした同和問題に
関する啓発を行うよう強く要請しているほか、 10月26日には部落解放同盟福井県

潔鎮餓こ鮠躍；』ら痕人権研修会｣ (Ⅲ…
H23. 1. 14)、また、平成22年度から人権擁護委員、民生児童委員、社会教育委員等
を対象とする「人権指導者研修会」 (H22. 11.25)を開催し、同和問題についての研修
を行っており、今年度も継続して実施することとしている。
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答回要~求項目

~

労働政策課

平成21年度は131件、平成22年度は158件の不適切事象があった。

県では、企業向け啓発用リーフレットを作成し、各高等学校から事業所等へ､ ~求人や

応募の際に配布している。また、 「公正採用選考関係機関連絡会議」に福井労働局の

担当職員にも参加いただき、不適切事象のあった企業への指導･啓発を依頼している。
労働局では、関係ハローワークが違反事業所を個別訪問し、公正な採用選考を行う
よう指導・啓発しており、特に質問が多い「家族の状況」について重点的に改善指導
を行っている。 ~

なお、不適切事象の分析結果については、別紙のとおりとなっている。
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高等学校新規卒業予定者の公正採用調査の分析結果

1不適切な受験報告書の件数

（1）件数 （2）事業所数

問題なし

件数 割合

1,780 93. 1％
2，096 93．0％

問題あり

件数 割合
81 12.5%

1061 14．5%

問題なし

件数 割合

566 87．5％

626 85.副

問題あり

件数 割合

kl31 6．9%

158 7.0%

合計 合計

21年度

22年度

21年度

22年度

1,911

~2,254
647

732
~

2不適切な質問の内訳

（1）延べ件数 （2）割合

短所

喫煙

交友関係

~短所

喫煙
交友関係

家族の
状況

家族の
状況

尊敬する
人物

尊敬する
人物

合計 愛読書その他愛読書 その他 ﾀ△､三4－
口口I

9~9%' 100．~0％
6.3% 100.0%

21年度
一

22年度

68.2％

~70.5％
16.7％
-

14.7％
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21年度

22年度 謡’
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3 「家族の状況｣の質問内容の内訳

（1）延べ件数 （2）割合

家族

構成
家族の
職業

家族の
年齢

家族の
学歴

家族の
健康状況

ユ
則

〈
ロ

21年度
一

22年度

36.3％

~50.0％
％

％

３

９

●６

３

５

４

3. 1％

~4.6％
3.8％
－

0．5％

0.6％

~1.0％
100．0%

~100.0％
4ハローワーク管内別の不適切な質問の延べ件数

（1）延べ件数 （2）割合

合計
福井
管内

賀
内

敦
管

武生
管内

大野
管内

大野
管内

小浜

管内
敦賀
管内

武生
管内

国
内

三
管

国
内

三
管

福井
管内

小浜

管内
県外 公言L

ppI 県外

“%|盤凧
"%| 4p%'00pm

21年度

22年度

43‘2％

~44.2％
20.3％

~19.6％
192

~224
0.0％

~1.8%
21年度

22年度

鳩
－
９

3. 1％

~8.5％
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21年度

22年度

家族
構成

58

98

家族の
職業

90

86

家族の

年齢

5

9

家族の
健康状況

6

1

家族の
学歴

1

2

△三｣‐
ppl
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答回要求項目

I

4 開発事業について 土木部、嶺南振興局
卸

については､■■■■から近く■
あることから、 18年から関係者協議を開始し、 19年度

側

か燕篭 課題であった潰れ地の共有地問題については､虹…末
に解決し、 これを踏まえ21年9月から具体的な道路計画について協議を進め、 23年
7月12日の協議で地元要望のあった周辺施設の整備に関しても概ね了解を得た。

掩累倒笛ら"馴趨■■－F熊層雛辮めているが、■－

民ｿー(昨年の回答にあ

幽
の工事

■■

った

I

の許認可等を行い、早期に工事着

手したいについて）

す声が出ている。

今後とも地元了解を得るため関係者と引き続き協議・調整を図ってゆく。

1

I(H23調査･H24取得予定）

交■ﾛ■■

■

(H23調査）
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平成23年度部落解放同盟との懇談会

日時平成23年10月6日（木) 13時～15時30分
場所若狭図書学習センター講堂

出席者

（福井県連合会

（中央本部）

一
一

） ．

、・
他

(県） 小林健康福祉部長他
ql

(司会:■■■■■
それでは時間になりましたので、ただいまから福井県と部落解放同盟との交渉に入り

たいと思います｡私､司会を務めます､福井県連の■と申します｡どうかよろしくお
願いいたします。

それでは早速ですが、議事に入る前にまず、 りあいさ

つをしていただきます。よろしくお願いいたします。

みなさん、 こんにちは。今日は福井県と私どもの解放同盟の話し合いということで、

東日本大震災以後、みなさんには非常にご多忙の中、時間を割いていただいてご出席い

ただきましてありがとうございます｡また､中央本部より､■さんをはじめ､ 3人の
方が我々の交渉のために馳せ参じてくださいまして、ありがとうございます。また、地

区のみなさまには、大変お忙しいところありがとうございます。今日は、に |があ

ったものでから､非常に出にくいところをこうして時間を割い‘てくださいましてありが

とうございます。

さて、毎年こうして話し合いをしていますが、いままでのことを申し上げますと、努

力をしていただいているんだけど、川の底から変えていただいているような感じもしな

いでもないですね。一生懸命に:やっていただいているのは十分わかっておりますが、福

井県の取組みは進んでいるところもありますけれど、同和問題、人権問題に限って言え

ば､ もう一つ頑張っていただきたい｡今日は特に人権啓発､教育の問題､■の問題
公正採用の問題に絞って話し合いをしたいと思います。できる限り、前進した話をした

いと思いますのでよろしくお願いします。

（司会）

どうもありがとうございました。続きまして福井県側から、健康福祉部の小林部長お

願いいたします。
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